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information

クジラの話
　私事ですが、学生時代は横浜スタジアムへのアクセスを考え、東急東横線の沿線に住んでいました。ここ数年
の横浜ベイスターズは、昨年の日本シリーズ進出など、40数年来のファンである私にとって、非常に楽しく期
待の持てるシーズンが続いています。しかし、私がハマスタに通っていた頃は、数年に一度、勝ち越すのがやっ
とという体たらくでした。その当時のチーム名は�®横浜大洋ホエールズ�¯。親会社は大洋漁業（現マルハニチロ）
で、かつて本社が下関駅前にあり、主要な事業はチーム名の由来となっ
た遠洋捕鯨でした。そして�®大洋ホエールズ�¯ がプロ野球に参入した、
1950年当初から3シーズン目までは下関をホームグラウンドとして使
用しており、その点も私がベイスターズファンである理由の一つです。
　下関は、大洋漁業の捕鯨基地となる以前から鯨製品の加工・販売の
拠点であり、南氷洋捕鯨の最盛期には日本有数の2万トンの鯨肉が水
揚げされていました。そして現在も調査捕鯨の船団が下関から出航し
ています。そこで下関市は、2011年に�®市の動物�¯をクジラと決定（市
の魚はもちろんフグ）、�®くじらのまち日本一�¯ を目指し、同じく捕鯨
の伝統を持つ長門市とともに、シンボルマークとして�®らーじくん�¯

を作成しています。
　今年、150年を迎える明治維新のきっかけは黒船来航でしたが、そ
の目的は、アジアへの進出と、それ以上に捕鯨船の補給目的の寄港地
の確保でした。当時、欧米ではランプの燃料として鯨油を使用してお
り、鯨肉は食用とせず捨てていました。映画�° 白鯨�±でも、世間知らずのローマ王女をとりこにしたイケメン
記者が、自分の片足を奪った巨大な白い鯨を執念で追う狂気の船長となり、捕った鯨を煮て油を採るシーンが
見られます。個人的な意見ですが、欧米人と日本人の自然感の違いはいかんともし難いものがあるのでしょう。
日本人は�®自然�¯ に対して身を委ね、自らもその一部であるイメージがありますが、欧米人は神から�®自然�¯

を与えられた、人間によってコントロールしてこその�®自然�¯ なのでしょう。そのため人間を襲うオオカミを
絶滅させ、国のシンボルとはいえ、増えすぎたカンガルーは年間140万頭を駆除しても、人間になんら直接的

な危害を加えないクジラは保護しなければな
らないのでしょう。
　高度成長期に育ったわれわれの重要な動物
性タンパク源だった鯨も、今や高級品となっ
てしまいましたが、下関市内では本格的な鯨
料理を食べることのできる店が20件近くあ
りますので、ぜひご賞味ください。また建物
がクジラをかたどっている�®市立しものせき
水族館 海響館�¯ には、全長26ｍのシロナガ
スクジラの骨格標本（日本で唯一だそうです）
や捕鯨の歴史に関する展示もありますので、
こちらもご覧ください｡

　第34回日本診療放射線技師学術大会

山口への道　下関ってこんなと・こ・ろ！

実行委員　小田真一郎
（山口県診療放射線技師会　会誌広報担当常任理事）

第6回

�®らーじくん�¯

�®海響館�¯ Google Earthより
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執務時間：月曜日から金曜日の午前9時30分より午後5時30分まで。
ただし、土曜、日曜、休日、祝日、創立記念日（7月13日）および年末年始（12月29日～1月3日）は
執務致しません。

事務所
案内

information
3月・4月の講習会などスケジュールのご案内
■ 業務拡大に伴う統一講習会： 埼　玉　　4月21日（土）～22日（日） 青　森　　4月28日（土）～29日（日・祝）
 京　都　　4月28日（土）～29日（日・祝）

　会誌に掲載する診療放射線技師募集の求人広告を随時受け付けております。申込書ならびに募集要項につき
ましては、本会ホームページ（各種様式→その他）よりダウンロードしてご確認ください。
　なお、掲載月の前月5日が掲載申し込みの締め切りとなっております。

JART求人広告掲載について
information

災害対策委員会より本会の動き

　災害対策委員会は、平成16年度に災害医療対策委員会とし
て設置された。初代委員長には村田豊松先生が就任され、平成
16～19年度までの4年間勤められ、平成19年度に災害対策委
員会と名称変更があった。平成20～21年度は相模 司先生が委
員長に就任され、放射線災害対策委員会と名称変更。平成22

～23年度は鈴木憲二先生が就任された。
　忘れもしない平成23年3月11日午後2時46分、東北地方
太平洋沖を震源とする巨大地震が発生、地震の規模はマグニ
チュード9.0で、日本の観測史上最大規模の地震であり、それ
に伴って発生した津波により、外部電源を喪失した東京電力福
島第一原子力発電所の爆発事故が起こった。そのため福島県住
民に対する放射線サーベイの派遣依頼が本会にあった。
　本会は、診療放射線技師55人で、15,466人に対し放射線ス
クリーニングを実施した（平成23年3月16日～4月17日）。
福島県放射線技師会は、福島県放射線技師会会長で本会災害対
策委員会委員長であった鈴木憲二先生の陣頭指揮により、診療
放射線技師297人で、29,286人に放射線スクリーニングを実
施した（平成23年3月13日～6月9日）。また平成23年4月
11日～9月12日まで、367遺体に検案前放射線サーベイを実
施した。このことは、日本診療放射線技師会の事業で委員会だ
けの事業ではないが、あえて書かせていただいた。残念なこと
に、鈴木憲二先生は平成23年7月16日に急逝された。福島県
放射線技師会の会長として、事故発生直後から緊急被ばくスク
リーニングや住民への対応などに奔走され、心身共にお疲れ
だったのではないかと推測された。ご冥福をお祈りします。

　平成24～25年度まで、稲葉孝典先生が委員長に就任され大
規模災害対策要綱の原案作りにご尽力いただいた。平成26～
30年2月現在は、私、北川明宏が委員長を務めさせていただ
いている。島根県原子力防災訓練に委員が3人参加しており、
学術大会においては放射線サーベイの実習を企画し、大勢の参
加があった。平成28年3月の委員会で関西広域連合と協定を
結んだことを機に、各県に原子力災害時の放射線サーベイチー
ムの設立をお願いして、本会にその要綱案を提出していただい
た。そして何回か手直しをした後、大規模災害対策要綱が平成
28年7月3日に制定された。いつ、どこで大災害が起きても不
思議ではない。本会としても、放射線サーベイチームとして設
立していただいたチームを大規模災害派遣チームのような形で
発展させて、災害の最中、疲弊しているわれわれ診療放射線技
師の仲間に、熊本地震の時より少しでも早く業務支援でき、ま
た社会により貢献できる態勢を目指している。その第一段階と
して、平成29年12月23日・24日に災害支援診療放射線技師
研修会を開催した。そして近い将来、災害支援認定診療放射線
技師の制度を構築していきたい。

●災害対策委員会のメンバー
　北川　明宏　　日戸　宏治　　小野　欽也　　南保　　修
　吉田　篤史　　鈴木　達也　　大下　友昭　　伊藤　大助
　轟　　英彦

（文責：北川明宏）


